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次期多摩市都市計画マスタープラン（素案） パブリックコメントに寄せられた意見と市の回答 

実施期間：令和６年１１月２６日（火）～令和６年１２月２６日（木） 

提出件数：１０件（内訳：インターネット９件、窓口１件） 

 

No. ご意見 回答 

1 ●UR 永山団地の駐車場ですが、数十年使用していないにも関わらず放置されっぱなしでボロボロ。一般企業に賃貸したりしてコンビニやドラッグストアを作っ

てほしい。 

・次期都市計画マスタープランでは、近隣センター周辺

は地域に必要な様々な都市機能が集積し、地域におけ

る生活や活動、交流の中心となる地区である地域拠点

として位置づけ、今後は商業やコミュニティの場など

住宅地の日常生活を支える生活サービス機能の誘導・

集積を図ります。 

 ●UR 豊ヶ丘団地と東京多摩フットボールセンター・南豊ヶ丘フィールドの尾根幹線沿いの木の枝がだいぶ垂れ下がっている所があるので剪定して欲しい。 ・ご意見として、担当課に伝えます。 

 ●障害のある子供（20 歳以上）を育てるシングルマザーへの継続的な手当がほしい。 

・今までは各種手当で助かっていましたが、子供が 20 歳になりほぼ全ての手当が終了してしまいました。障害者施設に家から通っているので、私の勤務時間も

増やせず今は子供の障害年金の受給を待っている状態です。（申請中）例え障害年金 1 級が受給できたとしても、水道やごみ袋の減免がなくなってしまったので

生活はきつくなります。養育費も永久にあるわけではありません。 

よろしくお願い致します。 

・ご意見として、担当課に伝えます。 

2 1. 

10 年後,20 年後の人口構成予測が素案の P9 にも計画書の P36 にも具体的に記載されていない点は、都市計画マスタープランを策定する上での前提要件が曖昧に

なっているように思います。 

①増える高齢者対策を策定する上で、特にニュータウン区域での人口減少・高齢化が進行するとの認識に基づいて、とりわけ第 4 地域と第５地域の拠店別・地

域別まちづくり方針に具体的施策の記載が望まれますが、素案 P45,46 を見る限り、その点の記載が不足しているように思います。 

Ex.高齢者がゆったり過ごせるおしゃべり出来るコミュニティスペースの提供、自治会集会所の施設環境整備による有効活用策の提案（従来の自治会役員利用

の施設機能を住民が自由に利用し易い施設環境に改修) 

②増える外国人居住者に関連する環境整備策が素案には特に記載がありません。市民感覚として、永山地区の場合、外国人居住者が増えている実感があります

が、市全体でどの位外国人居住者がいるか、今後どの位に増えるのか、その想定、設定に基づいた対策の策定は必要に思います。 

・将来推計人口については P29 に示しています。 

 

・①駅周辺だけでなく、多様な小拠点がネットワーク化

したコンパクトな都市構造への再編が必要と市は認識

しています。そのため、次期都市計画マスタープラン

では、近隣センター周辺は地域に必要な様々な都市機

能が集積し、地域における生活や活動、交流の中心と

なる地区である地域拠点として位置づけ、今後は商業

やコミュニティの場など住宅地の日常生活を支える生

活サービス機能の誘導・集積を図ります。 

 

・②市としては、多文化共生推進にかかる方針を令和７

年３月に策定予定です。方針に基づき、今後も増加す

ることが想定される外国人市民との共生に向けた取組

を多摩市国際交流センター等と連携しながら進めてい

きます。ご意見として、担当課にお伝えします。 

 2. 

弱者に配慮した都市基盤整備を今後どのように優先順位付けして進めるかが、素案を見る限りわかりません。 

①障がい者が活動し易い環境整備の具体策は？ 

 Ex.車椅子での移動が容易になるよう、歩道と車道の境界の段差解消対策の計画は？市内に該当箇所(解消すべき箇所)が何箇所あるか？ 

②高齢者が 活動し易い環境整備の具体策は？  

 Ex.市内循環ミニバスの路線別高齢者利用実態把握に基づく見直しの方向性、自動運転バスの導入計画、買物代行サービスの普及に繋がる環境整備策は？ 

③外国人居住者が活動し易い環境整備の具体策は？  

 Ex.外国人居住者及び観光客とのコミュニケーションを容易にする翻訳機を行政機関、医療機関、商業施設等の窓口に設置 

④病気療養者が通院し易い 環境整備の具体策は？  

 Ex.定期的な通院頻度が高い医療機関への交通アクセス手段の提供 

・都市計画マスタープランは、都市づくりの将来像を示

すものです。具体的な整備計画や整備箇所に関して

は、個別の計画（多摩市道路整備計画、多摩市交通マ

スタープラン等）で示し、施策を展開していきます。 

 3. 

医療機関従事者、とりわけ個人開業医の高齢化による 10 年後 20 年後の存続可能性の検証は？ 

市内の個人開業医数と医師の年齢構成の把握に基づくシミュレーション予測、南部地域病院、日医大病院、多摩丘陵病院、恵仁会病院はもとより、多摩市民が

日常的によく利用している総合病院(近隣の総合病院全て（Ex.新百合ヶ丘、稲城、府中、町田他)への交通アクセス手段の現状把握と課題抽出 

高齢化が進む中で、通院の機会は増えるが高齢者の車の運転が必要な理由のひとつに通院利用が多いためが挙げられる。対策として、病院通院用循環バスの増

便、各病院の職員通勤時送迎バスや幼稚園保育園の送迎バスの日中の転用利用の仕組み作り等が考えられるのでは？ 

・都市計画マスタープランは、都市づくりの将来像を示

すものです。医療関係に関しては、個別の計画（多摩

市版地域医療連携構想等）で示し、施策を展開してい

きます。 
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No. ご意見 回答 

 4. 

多摩市の都市機能として現状欠落あるいは不足している宿泊施設の環境整備対策は素案を見る限り、具体的に記載されていません。市民の都市機能に対する不

足感の大きな一つの要因である宿泊施設に関しては、素案に盛り込むべき案件の一つと思います。 

・宿泊施設は市としても重要な機能として捉えています

が、将来どこにどのように誘導できるのかなど未定で

あるため、次期都市計画マスタープランにおいては、

拠点では、様々な人が滞在し、活動できる場があり、

市内外から人が集まっていることを、20 年後の市の姿

として示しています。宿泊施設を誘導するための施策

については別途取り組んでまいります。 

 5.多摩市の都市機能として他の都市に比較し優れている道路環境や公園緑地環境を活かすための具体的施策は？ 

H25 改定版ＭＰにも同様趣旨のまちづくりの基本方針が記載されていますが、緑地化率のような具体的な数値化された指標で増えているか、あるいは減っている

かを併せて情報提供いただくと分かり易いと思います。 

・都市計画マスタープランは、都市づくりの将来像を示

すものです。みどりに関しては、個別の計画（第３次

多摩市みどりと環境基本計画）で示し、施策を展開し

ていきます。 

 6. 

H25 改定版 MP 概要版 P10 の方針の実現に向けての市の役割にある「紛争の予防・解決のための努力」に該当する統一教会取得土地の跡地利用に関する問題につ

いて、今回素案の P41、P45 に 1行も記載がありません。 

解決済の問題ではなく H25 年度改定 MP 実現に向けて必要な市の役割で、今回素案から欠落しています。この点は、H25 年度改定 MP の P10 記載のまちづくりの推

進にあたっての「協働の街づくり推進」の①情報を収集し提供すること、「協調協議の街づくり推進」の①大規模土地取引の情報を早期に把握し～②開発事業の

内容をより早く地域に示し～③開発事業に係る紛争予防に努める具体的案件そのものです。統一教会案件が紛争予防に成功し課題解決済との報道、情報発信は

まだなされていないはず。なので、統一教会土地取得後の紛争と今後の対策に関する記載は必要と思います。 

・旧統一教会に限らず、市では開発事業をめぐる紛争の

予防及び解決のため、多摩市街づくり条例に基づくま

ちづくりの推進をおこなっており、次期都市計画マス

タープランにおいても第５章計画の実現に向けて、条

例の概要を P202 に示しています。 

 7. 

今回の素案Ｐ49 に計画の進行管理を入れた点は、民間企業の場合、ＰＤＣＡサイクルのプロセスで進行管理するのは至極一般的な取り組みなので、H25 改定 MP

（概要版）には無かった点として評価できます。 

今回素案で示された各方針、取り組みについては、現状の素案記載の内容では（概要版なのでやむを得ない面があるものと推測しますが）チェックしづらいの

で、改めて基本計画策定時にプランの内容を PDCA に適うレベルに具体的に落とし込みを図るよう進めていただきたいと思います。 

また、H25 改定 MP の PDCA を行って今回素案作成につながっているものと思いますので、是非、その評価結果を素案の P5,P6 に加えていただくと、なぜ今回素案

の「総合的な見直し」を行ったか、の部分についてより理解が深まるものと思います。 

・都市計画マスタープランは、都市づくりの将来像を示

すものです。具体的な施策・事業の実施（Do）は個別

の計画で示し、施策を展開していきます。 

3 関戸地域に未来の子ども達とお年寄りの複合施設(みんなの食堂・水災害時の避難所機能を備えた)を 

 

1.関戸地域に児童館(児童施設)を設置を 

(1)現在多摩第一小学校の児童が利用しているのは、一ノ宮児童館・連光寺児童館・桜ヶ丘児童館など。いずれの施設も関戸地域の児童にとっては距離があり、

特に低学年児童がひとりで行き来するには大変危険が伴う。関戸地域に児童館(児童施設)の計画。 

 

(2)「放課後の子どもの安全・居場所確保」について、関戸地域に児童館(児童施設)設置を強く要望。 

 

(3)関戸地域では数多くのマンション建設が進んでいる中、更なる子どもの増加が見込まれるこの地域に必要な子どもの遊び場の拠点となる児童館(児童施設)を

要望。 

 

(4)未来の子ども達が、地域で安心・安全に過ごすためにも、関戸地域に児童館(児童施設)を要望。 

 

・市のコミュニティ施設は、地域における交流の場や生

活サービス機能の場としての拠点を形成します。児童

館の設置等については、個別の計画（多摩市公共施設

等総合管理計画等）で示し、施策を展開していきま

す。 

・本市では、市内を１０のコミュニティエリアに分け、

エリアごとにコミュニティの拠点を整備してきまし

た。お尋ねの関戸地域は、関戸・一ノ宮地域を一つの

コミュニティエリアとして捉え、関戸・一ノ宮コミュ

ニティセンター（関・一つむぎ館）を昭和６３年に開

館し、世代を問わずに利用できるコミュニティ施設と

して、利用いただいています。 

・現在、市内に３つある老人福祉館については、世代を

問わずに誰もが利用できるコミュニティ施設に、大規

模改修の時期に併せて、機能転換していく方針です。 

 2. 子どもからお年寄りが触れ合う場所に 

(1)現在、みんなの食堂スプーンは、拠点施設がないので一ノ宮児童館で運営している。みんなの食堂を目指して子どもたちだけではなく幼児から高齢者までが

一緒に過ごせる居場所をもとめています。 

・ご意見として、担当課に伝えます。 

 3.水害時の避難所 

(1)現在関戸 1.2.3.4 丁目の避難場所は武道館・連光寺小学校・総合体育館等であり一人暮らしの高齢者等は遠くて避難する場所は困難であり近くに移動しやす

い場所を要望。 

・浸水想定区域においては、避難方法などについて、地

域と協働で取組みの検討を進めていきます。 

 (2)場所 

施設警視庁刑事部多摩鑑識センター(関戸 2丁目 20番地)の老朽化に伴い新たに完成した訓練所は東大和市桜が丘(2016 年 12 月)で運営している。現在、8年間空

き家状態である。この場所を更地で払下げ要望。 

・ご意見として、施設所有者に伝えます。 
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No. ご意見 回答 

 行政におかれましては街づくりは人と人との繋がりから始まる事を再認識して頂き、新しい街づくりとして関戸地区に「人が共に生きる」場、多世代交流 

可能な地域の拠点づくりを要望します。 

 

 

・ご意見として、担当課に伝えます。 

4 安心、安全な町づくりは人と人との繋がりによって築き上げられるものと考えます。 

関戸地区には子どもから高齢者までが一緒に過ごせる場所がありません。私たちは食事提供をしている「みんなの食堂・スプーン」を運営しており、立ち上

げから今日まで拠点が無いため、現在は一ノ宮児童館をお借りして活動しています。以前は自治会の「河原クラブ」、コミュニティセンター「つむぎ館」をお借

りして食事提供をしていました。3 ヶ所を経験する中で孤食の問題を痛感し、しかも高齢者から子供までが抱える幅広い世代の問題であることを目の当たりにし

ました。「つむぎ館」では市内の高齢者からの問い合わせや予約が殺到し、また児童館では学校が休みになるとワンコインでコンビニの食べ物を購入し（多くは

お菓子類）独りで食事を済ませる子どもたちがいることを知りました。特に高齢者の孤食は孤独死への危険を孕んでいます。 

私たちは今、「みんなの食堂」を目指して子どもたちだけでなく大人からまでが一緒に過ごせる居場所を求めています。同じ空間で子どもから高齢者まで食事

を共にし、そこで生れる人と人との繋がりを広げていくことが、地域で子どもを育てる、地域でお互いに支え合う原動力となり、安心、安全の町づくりの大き

な力になっていくものと確信しています。 

 残念ながら「児童館」では広く食事提供を呼び掛けても高齢者が行きづらいということもあり、「つむぎ館」では逆に子どもたちが利用しにくいということが

あります。また「一ノ宮児童館」は東寺方や一ノ宮地区の利用者がほとんどで、距離的な問題もあり関戸地区の利用が少ないというのが現状です。関戸地区の

子どもたちを取りこぼすことなく、特定の世代だけにスポットを当てるのではなく、子育て世代、高齢世代、様々な問題を抱えている方々も含め、子どもから

大人まで多世代に渡って集える場が必要であると切望します。 

 行政におかれましては町づくりは人と人との繋がりから始まりることを再認識していただき、新しい街づくりとして関戸地区に災害時、緊急時対応も見据え

た「人が共に生きる」場、多世代交流可能な地域コミュニティの拠点作りにご支援いただきたくお願い申し上げます。 

・市のコミュニティ施設は、地域における交流の場や生

活サービス機能の場としての拠点を形成します。児童

館の設置等については、個別の計画（多摩市公共施設

等総合管理計画等）で示し、施策を展開していきま

す。 

・関戸・一ノ宮コミュニティセンター（つむぎ館）は、

世代を問わずに利用できるコミュニティ施設であり、

ご意見にありますように、多世代が交流し、つながり

合える場を目指しています。そのような場になるよ

う、地域の皆さんで組織する運営協議会に日常の運営

を指定管理者として担っていただいています。 

5 【1】永山団地について 

以前のパブリックコメントに MUJI とのコラボ団地の意見があり、それを実施されているようですが、その結果はどのようになっているのでしょうか？ 

団地の再生で若い世代を取り込むのであれば、内装に対して初期投資をせずに、永山駅周辺の団地に対して個人でのリノベや DIY の許可、それらに対する補助

金を出すなどでも呼び込めると思います。youtube で配信してもらったら更に補助金などでも良いと思います。 

理由としては以下になります。 

 

・上京される方が多摩地区を選ぶ、または区内に住んでいる方が多摩地区へ出るにあたっても、永山よりも都市化が進んでいる立川・町田・聖蹟桜ヶ丘・八王

子・多摩センターなどに先に目が行くのではないでしょうか。 

・若い世代は車を持っていない人も多い（永山では保育園に通う親は電動自転車が必須だと思うのですが、こちらも持っていない可能性が高い）ので、坂が多

く、駅前以外にまとまった商業施設が少ないこの町では、できれば駅から近い住宅を選びたいと思います。ですが駅近物件は割高なため、「家賃 7 万、駅まで徒

歩 10 分の永山団地」より、「家賃 7万、駅まで徒歩 15 分かかるが魅力的な商業施設の多いの多摩センター団地」を選ぶ確率が高いと考えます。 

 

◆以上から、他の区や市とは別のアプローチをする必要があると考えています。それは自由とお金です。 

どんなに団地の内装を改装しても、駅までの歩行時間が長ければ候補から外れやすくなりますし、駅前の商業施設の魅力度は隣駅にはかないません。そのた

め、冒頭で述べた各種補助金を用意し、DIY やリノベを楽しめる余裕を作り、そういった事が好きな層を呼び込むのはいかがでしょうか。実際、SNS でも団地リ

ノベで万バズした方を見かけた事があります。今は、「ちょっと古い」がエモかったりするようです。（古い水道の十字の蛇口が素敵でヤフオクなどで探してい

る方もいたりします）水道管やガス管などのインフラ周りは整備し、あとは全部好きにやってもいいお部屋があれば、ファミリーでも、単身でも呼び込みやす

くなると考えます。そうする事で、多摩市自体も内装の初期投資をする事なく、「来てもらって、やってもらって、申請後に補助金を出す」形が取れるので、リ

スクは少ないかと思います。もちろん MUJI リノベも対象内であれば、「来てもらって好きな MUJI ハウスにもできるし補助金も出ます！」の売り文句にもできる

と思います。 

◆余談ですが、団地の屋上が解放できるのであれば、「共有畑」を提案するのも良いかと思います。 

・ご指摘の通り、市内には多くの団地やマンションがあ

ります。これらは適正な維持管理を図りつつ、有効に

活用していく必要があることから、ライフスタイルや

ライフステージの変化に対応したリフォームや、省エ

ネルギー性能の向上を踏まえた環境にやさしい良質な

住宅ストックの形成を目指した取組みを進めます。 

・なお、団地におけるリノベーションや DIY の許可は、

事業者の判断となります。 

 【2】グリナード永山について 

グリナード永山は築 50 年を迎え、多摩市役所と同じような状態かと思いますが、耐震性や老朽化には問題ないでしょうか？ 

現在予定されている再建ビジョン（https://www.city.tama.lg.jp/kurashi/machi/1010943/1005046.html）に合わせるとすると、開始スケジュールも遅れてい

そうですし、再建開始の目途が立っていないように思えます。今年か去年あたりに駅前の補修工事をしていたのを見たような気がするのですが、建物自体も心

配です。 

グリナード永山内のテナントも減ってきているので、こちらも早急に呼び込むなどして欲しいと考えています。たとえば GU やユニクロの小規模店舗など。 

東京駅では、京葉線へ向かう通路にユニクロが入っていますが、とても小さい店舗です。通勤で必要なシャツや靴下、手袋などの小物類や、ウルトラライトダ

ウンなどの売れ行きの良い物を厳選して入れているように見えました。こういった局所的な需要に対してのアプローチができる店舗の誘致が欲しいと考えてい

ます。学生、主婦層などへのアプローチとしては、「スリーコインズ」などの 300～500 円均一の誘致があれば、もっとグリナード永山に人が集まるのではない

でしょうか。 

・グリナ―ド永山をはじめとした永山駅周辺は、建物の

高経年化や施設の老朽化が進み、日常生活に必要な生

活サービス機能を中心とした都市機能の集積・充実さ

せていくことが求められていると市も認識していま

す。 

・そのため、生活サービス機能を中心とした都市機能を

充実・集積させることにより、多世代が暮しやすく利

用しやすい拠点の形成を図ります。また、店舗や飲食

店の誘致により、商業環境のさらなる強化とにぎわい

の創出を図ります。 
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No. ご意見 回答 

また、グリナード永山には一人掛けのソファが点在しており、ここにはお年寄りの方がよく休憩されていらっしゃいます。この休憩スペースに「セブンティ

ーンアイス」などのちょっとした自販機を置くのはいかがでしょうか。冬でも施設内はとても暖かいので、外から歩いてきて、施設に入ると「暑いな」と思う

事があります。4Ｆにはレストランが入っていますが、お店に入ることなく少し甘い物が食べれたら、ちょっと嬉しい気持ちになれるかなと思います。 

（グリナード永山について、多摩市に意見を出す事が不適切でしたら大変申し訳ありません） 

・なお、施設の老朽化などに関しては、高低差がある地

形でバリアフリー化されていないなどの課題もあるこ

とから、事業者間で将来の駅周辺における再構築ビジ

ョンの設定・共有化を図り、再構築に向けた取組みを

推進します。 

 【3】パブリックコメントの募集について 

多摩市都市計画マスタープラン パブリックコメントの募集や、多摩市の改革について、SNS で発信はしないのでしょうか？今回のパブリックコメントを募集

している事は偶然ネット上で見かけましたが、Ｘ（旧ツイッター）では発信していないように見えました。多摩ポンなどの多摩市情報サイトにも載っていませ

んので、多摩市情報サイトですら見逃してしまうという事ではありませんか？@nyantomo_tama の公式 SNS が発信しないようではいけないと考えます。コメント

を受けるのが嫌で隠しているように思えます。 

・パブリックコメントを含め、市民の皆さんが、市の計

画づくりや評価などに参画しやすい環境整備に努めて

いくことは重要であると考えています。デジタル化の

進展をふまえ、オンラインでも意見をいただけるよう

にしていますが、周知についても、様々なITツールを

活用していくことも検討してきます。 

 【4】ゆるキャラについて 

永山にはもの凄く可愛い「ながどん」がいるので、もっと SNS などで宣伝して頂きたいです。グッズがあるのも最近知りました。個人的には、クマモンや、

ちぃたんに匹敵する可愛さだと思っています。グリナード内やベルブ内の図書館などにもっとぬいぐるみを設置したり、竹の湯やボウリング場とコラボ、保育

園に寄付など 

「にゃんとも多摩」はあまり可愛くないので、公募によるリニューアルを希望します。 

島根県松江市が現在いるゆるキャラを公募で変更しようとしています。 

https://www3.nhk.or.jp/lnews/matsue/20240303/4030018430.html 

公募にする事によって、注目度が全国区に広がります。（公募募集サイト「Koubo」や「登竜門」に登録する必要があるとは思います） 

・ご意見として、担当課に伝えます。 

 以上になります。 

パブリックコメントとして不適切な内容がありましたら大変申し訳ありません。 

多摩市及び、多摩市永山の発展をどうぞよろしくお願いいたします。 

病院移築の youtube 拝見いたしました。応援しております。 

・ご意見として、担当課に伝えます。 

6 歩道のバリアフリーに関して、ベビーカーの利用という視点も取り入れて、まちづくりをしていただきたいです。 

例えば、歩道の幅が歩行者の交通量に対して狭い幅の歩道もあるので、見直すなどしていただきたいです。特に永山駅から日本医科大学多摩永山病院までの

間の永山駅前通りプラザ永山の横の歩道は危険です。また、多摩永山病院の丁字路の信号は歩行者同士で衝突しそうになり、特に危険です。 

プラザ永山側から西側へ横断歩道を渡った後、そのまま西側へ進むために角を曲がって進む方と、西側から坂を降りてきて横断歩道を渡るため右へ曲がる方

とがコンクリートの死角で衝突しそうになります。ベビーカーの場合、子供が前に座って進んでいく構造のため、上記の場所では後ろで押している親からは死

角となっており危険回避が遅くなります。歩行者や自転車も多い場所のため、多摩永山病院が移転しないことが決まった今、永山駅周辺、多摩永山病院周辺の

道路の見直しをする機会だと思います。出来れば永山駅の改札から多摩永山病院の陸橋を渡り、病院と京王線の間を大橋公園の方へ抜ける歩道を整備していた

だきたいです。 

もしくは、大橋公園の方から駅に向かう途中からでも多摩永山病院の敷地内を通り抜け出来るように交渉、整備していただきたいです。それにより丁字路や

狭い歩道など危険な箇所を回避できるかと思います。また、鎌倉街道方面から永山駅への徒歩でのアクセスもかなり良くなると思います。 

 

次期都市計画ではご高齢の方から子育て世代まで、みんなで暮らしやすい都市を目指していただきたいてす。 

以上、よろしくお願いいたします。 

・ベビーカーや車椅子などが安全に安心して通行できる

歩行空間の形成など、歩きやすい空間を形成していく

ことが重要と市も認識しています。 

・そのため、都市拠点や地域拠点など施設が集中する地

区では、誰もが暮らしやすく、歩きやすい空間を形成

するため、段差解消、視覚障害者誘導用ブロックの設

置など、バリアフリー化を推進します。 

 

・また、永山駅周辺においては、ご指摘の通り、歩道の

幅員が狭い場所や、高低差が大きく階段での昇り降り

が必要など、バリアフリー化されておらず、歩行者動

線が分かりづらいといった課題もあります。 

・そのため、永山駅周辺においては、駅前空間の再整備

や駅隣接区域における土地活用など、駅周辺の再構築

と必要な機能を実現する土地利用の検討を推進しま

す。駅周辺の再構築に際しては、施設への明確な動線

の確保やバリアフリー化など、誰もが利用しやすく分

かりやすい歩行者動線を確保します。 

7 団地エリアの樹木がきちんと管理されておらず倒木の可能性があるものがあちこちに見受けられます。 

（ＵＲ含む団地法面や公園、学校法面 大通り沿いの木ではありません） 

具体的には 

●貝取第四公園内の木（ナラ枯れの可能性） 

●豊ヶ丘 4丁目バス停隣にある廃校の校庭側の松の木が電線に寄りかかっていて危険 

●団地エリアの尾根幹線沿いの木の枝が道路にせり出していて危険 

●貝取南公園球技場の貝取大通り沿いの植栽の柵が朽ち果てている。整備してほしい。 

●豊ヶ丘小学校入口信号から団地へ上る歩道沿いの落ち葉掃除をしてほしい（豊ヶ丘第９公園からの落ち葉だと思います） 

・本市には、豊かな水やみどりがありますが、樹木の老

木化・大径木化への対応や適切な維持管理が、市とし

ての課題であると認識しています。 

・そのため、街路樹や街路植栽は、路線、樹種の特性や

沿線条件等を踏まえ、メリハリをつけた管理により健

全な街路樹空間を創出します。また、市民や市民団体

などと協働で、街路樹やみどりの適切な管理を行いま

す。 
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No. ご意見 回答 

・ご意見としていただいた具体的な場所については、担

当課に伝えます。 

8 多摩センター駅周辺について意見を送らせていただきます。 

多摩中央公園・図書館がとてもきれいに整備され、内容も充実もしており、またパルテノン多摩のオリーブなど、子どもがいる世帯にはとてもありがたい環

境だと思います。 

ペデストリアンデッキも子どもを歩かせるのに安心感があり、ベネッセ・ピューロランド等、民間の施設も好印象なものが多いと感じています。 

しかし非常に勿体無いと思うのが、環境の老朽化です。駅を出てからのペデストリアンデッキはかなり古く汚れており、エスカレーターもなく、スロープも

非常に使いにくい。ピューロランドに向かうまでの道沿いにある店舗はデザインが古く、悪い意味で昭和を感じる、若い世代からすると「多摩センターってち

ょっとダサいよね」というのが正直なところ。とても残念です。 

元々交通機関も充実、自然にも恵まれた環境などポテンシャルが高い地域であるにも関わらず、なかなか若い世代が集まらないのは、こういった面が原因だ

ろうと思います。 

ペデストリアンデッキを新しくし、車椅子やベビーカーでも楽々移動できる道を整備、店舗や街全体のデザインは人気の地域に習って洗練されたものに一新

させるだけで、子育て世代から注目され活力が増えるのではないでしょうか。 

ここ数年は、新しい多摩センターに向けて環境の活用方法を検討したりと新しい取り組みがなされていますが、地域コミュニティの力を活かしつつも、もっ

と洗練されたものになればよいな.. と思います。例えば週末は地域の有機野菜のマルシェを開いたり、それもよく見かける普通の白いテントの下でやるのでは

なく、おしゃれな雰囲気のあるお店にしたり(聖蹟桜ヶ丘の多摩川沿いで定期的に開催されているイベント・マーケットなどはとてもおしゃれだと思います)、

すごく良い環境があるのに本当に勿体ないです。多摩地域でいうと先ほど例に挙げた聖蹟桜ヶ丘の多摩川沿いもですが、立川駅から昭和記念公園辺りまでの再

開発された地域は理想的です。 

イベントを周知するためのポスターも、多摩センター周辺のものは毎回すこし古めかしい感じで、若い層の関心を得るのは難しい感じがします。 

これから新しいマンションも建つようなので、ぜひ多摩センターを魅力あるものに変えていただきたいし、市民としても何か出来ることはないかと思い、意

見を送らせていただきました。素人意見ですが、そんな一市民が今の多摩センターから受けている印象をありのままに書きました。よろしくお願いいたしま

す。 

・多摩センター駅周辺は、建設から約 40 年が経過し、

ご指摘の通り、ペデストリアンデッキなどの都市基盤

や施設は老朽化が見られ、社会情勢の変化に伴い事業

者や来訪者のニーズも変化し、有効に活用しきれてい

ないと市も認識しています。 

・今後、多摩モノレールの町田方面延伸など、新たな交

通網が整備されることから、多摩センター駅周辺の駅

前広場やペデストリアンデッキなどは、バス乗り場の

利用環境の向上や、新たな交通モードによる移動の実

現など安全で快適に移動できるバリアフリー環境の実

現に向けた検討により、歩行環境の改善に向けた取組

みを促進します。 

・また、居心地が良く歩きたくなる空間を形成し、回遊

性を向上させ、来訪者や滞在時間の増加を図るととも

に、多様な主体者が活動する魅力や活力・にぎわいが

あふれるまちを形成します。 

 

・多摩センター駅周辺では様々な地域組織があり、それ

ぞれまちづくりの取組みを進めています。各施設や各

機能との連携に際しては、地域が主体となりエリア価

値向上に向けた組織化を促進し、公共と民間が一体と

なり地区のにぎわい創出に取組みます。 

9 多摩ニュータウン通りをさらに低騒音な道路へ舗装し、騒音対策効果によるクリーンなイメージ向上を検討頂きたいです。 ・低騒音化による道路周辺の環境の向上は重要であると

市も認識しています。 

・道路をはじめとするインフラ施設は、計画的な維持管

理や補修、更新により機能の確保を図り、長寿命化や

ライフサイクルコストの縮減を図ります。 

・道路の舗装は、個別の計画（多摩市舗装更新計画）で

示し、施策を展開していきます。なお、多摩ニュータ

ウン通りは都道であることから、ご意見として、東京

都に伝えます。 

10 全体の構成の修正案を提案します。①～⑤が提案です。ご検討お願いします。 

① アクションプランが２０年後は長すぎるので、５年ごとのローリングで総花的な計画方針について、メリハリを優先性をもたせることが大切でないかと思います。 

 
② どこでもあるようなものではく、多摩らしいものを打ち出すことが大切であり、市民へのアピールにつながる。 

 

・都市計画マスタープランは、概ね 20 年後の 2040 年代

を目標年次とした、都市づくりで目指すべき将来像を

示すものです。重点施策をはじめとした具体的な施策

については、個別の計画に基づき実施します。 

 ③ また、公共私の理念でもって市民アクションを引き出させることが最もポイントであると思う。 

“オネダリ市民”を作らないためにも重要なことである。（市民主体のまちづくりの形成のためにも） 

④ 市民協創（案）こそ多摩市のポイントではないのか？→今のレポートだとほとんど出ていない。 

・本市は、平成 18 年に「多摩市街づくり条例」を制定

し、市民・事業者・市が一体となった「協働」による

まちづくりを積極的に推進しています。 

・まちづくりの課題や市民のニーズが多様化・複雑化す

るなかで、本市では NPO、企業、大学など様々な主体

がまちづくりの活動に取組んでいる現状をさらに発展



6 

 

No. ご意見 回答 

させ、本計画で定める方針の実現に向けて「協創」の

目指す多世代・他分野の取組みを進めていきます。 

 ⑤ まずはワークショップの成果をキチッと資料として提供することではないか（市民が考えたんだというアピール） ・ワークショップの成果は、参考資料として取りまとめ

計画書に掲載します。 

 全体の構成 修正案 

第１章 都市計画マスタープランにてついて 

第２章 多摩市を取り巻く現況 

第３章 都市づくりの基本方針 

＜A案＞ 

第４章 分野別都市づくり方針 

第５章 拠点別・地域別まちづくりの方針 

第６章 計画の実現に向けて 

 ６－１ アクションプランによる計画的都市づくりの実現 

 ６－２ 都市づくり実現に向けて 

＜B案＞ 

第４章 拠点別・地域別まちづくり方針 

   ＋ワークショップでの話し合いの資料をデータカルテとしてつける 

第５章 分野別方針 

第６章 アクションプラン 

第７章 都市づくり実現にむけて 

 

都市計画マスタープランの構成 

第 1章 都市計画マスタープランについて 

１．改定の背景→目的と役割 

２．目的・役割・位置付け→位置付け 

３．目標年次→改定の背景と目標年次 

４．全体構成 

 

第２章 多摩市を取り巻く現況 

１．都市の成り立ち→市街地の特徴 

２．都市の現在→社会情勢 

３．都市の未来→まちづくりの動向 

４．都市の課題 

→４―① にぎわいづくりに関する課題 

 ４―② 都市基盤ネットワークに関する課題 

 ４―③ 水とみどりの保全・整備に関する課題 

 ４－④ 安全・安心の都市づくりに関する課題 

 ４－⑤ 生活環境づくりに関する課題 

 

第３章 都市づくりの基本方針 

１．都市づくりの将来像 

２．将来都市構造 

３．土地利用の方針 

 

第４章 分野別都市づくり方針 

４―① にぎわいづくりの方針 

 ４―② 都市基盤ネットワークの方針 

 ４―③ 水とみどりの保全・整備の方針 

 ４－④ 安全・安心の都市づくりの方針 

 ４－⑤ 生活環境づくりの方針 

 

 

・全体構成については、これまで特別委員会での議論を

踏まえ検討を重ねてきたものであり、中間報告説明会

（2023 年 11 月）にて、改定骨子案として示した内容

となっています。 
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No. ご意見 回答 

＜第２章～４章の構成修正案＞ 

第２章 多摩市を取り巻く現況 

 
 
第３章 都市づくりの基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 分野別都市づくり方針 

４－① にぎわいづくりの基本方針 

４－② 都市基盤ネットワークの方針 

４－③ 水とみどりの保全・整備の方針 

４－④ 安全・安心の都市づくりの方針 

４－⑤ 生活環境づくりの方針 

１．市街地の特徴 

 

 

２．社会情勢 

 

 

 

３．まちづくりの動向 

４．           ？ 

 

 

 

 

 

 

 

６項目 １．      ４．       

２．      ５．       

３．      ６．       

         

         

         

         

１． 

２． 

３． 

４． 

５． 

４－① 

４－② 

４－③ 

４－④ 

４－⑤ 

多様なにぎわいとみどりを育み 

誰しもが活動しやすく 安心して住み続けられる都市 多摩 

＜多様なにぎわいとみどりを育む＞ 

＜誰しもが活動しやすく・・・＞ 

  

３．土地利用の方針 

１．都市づくりの将来像 

２．将来都市構造 
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No. ご意見 回答 

 

第３章 都市づくりの基本方針 →第 4章 分野別の都市づくり方針 

４－① にぎわいづくりの方針 

    都市拠点と軸づくりの方針（前文をつける） 

 

◆拠点・軸の方針 →拠点の方針 （１）～（４）に地図を一体につける 

（１）都市拠点 

①聖蹟桜ヶ丘駅周辺 

②多摩センター駅終戦 

③永山駅周辺 

（２）地域拠点 

◆軸の方針 

（３）多摩ニュータウン通り軸 

（４）南多摩尾根幹線軸 

① 諏訪・永山沿道地区 

② 唐木田駅周辺 

③ 鎌倉街道交差点周辺 

④ 多摩都市モノレール町田方面の延伸の交差部周辺 

 

２０年後の市の姿の文章の文末を「～目指します。」に統一する。 

→ここではなぜ、２０年後が必要で「～なっています」の表現になるのか？ 

第 4章→第 5章 

 

第５章→第６章 

 

 

 

 

 

 

 


